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①CNCルーターの導入及び基礎データの収集
　広島県補助事業で中型CNCルーターを導入し、卓上
CNCルーター2台も含めた自助具加工体制を整備した。
また、手指の各部寸法測定、柄の太さと握りやすさの関
係、指力・握力の測定など基礎データの収集を行った。

②自助スプーン試作及び福祉施設におけるアンケー
ト調査
　高齢者の握りの観察から、特に指先に麻痺がある利
用者向けの形状として、人差し指と中指で挟むフィン
付きタイプの自助スプーンを開発した。ここでは、柄の
曲がりや皿の角度などの条件を変えた4種類の自助
スプーンを試作し、福祉施設において使用感のアンケ
ート調査を行った。

研究成果等（１）研究成果

（3）実績（論文・特許・共同研究・産学連携・補助金）等

3Dモデル自動生成プログラムの開発
　利用者に合わせた3Dモデル作成のために、Rhinoceros
＋Grasshopperによる3Dモデル自動生成プログラム
を開発中である。柄・皿・フィンの角度及び皿回転角度
を、数値入力とスライダーの移動で任意にかつ容易に
設定可能な仕様を目指している。

③自助具使用時の撮影及び動作解析
　撮影された動画から、自助スプーン利用者の関節の
移動軌跡についてOpenPoseによる座標抽出プログラ
ムの開発を行い、人体の関節や顔各部の輪郭情報を解
析できる環境を構築した。試作及び市販自助スプーンを
使用して食事した際の移動距離を計測したところ、最小
の移動距離が使用感も良いという結果が示唆された。

（2）今後の展開・応用分野等
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共同研究／
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研究成果等

試作した自助スプーン及びアンケート調査風景 3Dモデル自動生成プログラムの開発

形状検討のための基礎データの収集
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〔プロジェクト研究センター設置期間：令和4年4月～令和7年３月（予定）〕

センターの概要

【分　野】
総合領域（人間医工学）

【キーワード】
オーダーメイド自助具、地域モデル構築

（1）主たる研究分野

（2）研究概要
　身体機能が低下した高齢者や障害者にとって食事は
大きな楽しみの一つであるが、スプーンや食器をうまく
使えず、介助が必要となる場合がある。一方で、そこで

使用される自助具は、形状パターンが少ないという課
題がある。もし個人に合った自助具で自発的な食事が
可能になれば、利用者の自尊心や活動意欲が向上し、
日常生活に必要な身体機能の回復も見込め、介助者業
務の負担軽減にもつながる。
　本研究では、利用者の食事動画を送信し、動作解析
することで最適な自助スプーン形状を決定し、それを地
域の木材で実現するオーダーメイド自助スプーン供給
システムを開発する。最終的には、北広島町と連携し、
ヒノキやクリなどの町産材を使用した「北広島モデル」
を地域内に構築する。

地域材を使用したオーダーメイド自助具研究センター
センター長 森 田  秀 樹（もりた ひでき）／環境学部　建築デザイン学科・教授

共同研究者
（学　内）

八房　智顯（やつふさ ともあき）／工学部　知能機械工学科・教授
大谷　幸三（おおたに こうぞう）／情報学部　情報工学科・教授

前田　康治（まえだ こうじ）／生命学部　生体医工学科・准教授
松井　雅義（まつい まさよし）／生命学部　食品生命科学科・准教授

地域材を用いた自助具供給のための地域モデル（北広島モデル）の構築

自助スプーン製作の流れ

OpenPoseによる座標抽出プログラムの開発及び市販自助スプーン
使用時の移動距離の算出例


